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「目的地」or「乗り物」 
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 月日は百代の過客にして、行かふ年も又旅

人也。舟の上に生涯をうかべ、馬の口とらえ

て老をむかふる者は、日々旅にして旅を栖と

す。古人も多く旅に死せるあり。………。 

 「おくのほそ道」の序文です。松尾芭蕉の

長い旅が始まります。この長い旅にも目的地

（行き先）があり、適当に歩いていたわけで

はなかったと思います。また、その目的地へ

行くためには徒歩だけでなく、その場に適し

た乗り物も利用したことと思います。 

  現代の私たちが旅(旅行)に出かける時を考

えると、乗り物の種類は格段に増えました。

しかし、旅に出かける時は「乗り物」と「目

的地(行き先)」のどちらを先に決めるでしょ

うか。乗り物に乗ることが目的の旅の場合は

乗り物から決まることもありますが、多くの

場合は目的地(行き先)を決め、その目的地に

行くために適した乗り物を選び利用すると思

います。 

  さて、私たちが歩んでいる人生も生まれた

瞬間から始まり、紆余曲折がある旅のような

ものと思うことがあります。目的地（将来）

に向かって進んでいく旅です。旅で喩えるな

らば、生徒たちはこの中学校３年間で次の乗

り物(進路先)の選択をしなければいけません。

「行き先」と「乗り物」では、「行き先」を先

に決めるように、人生という旅でも「将来」

と「進路先」では、将来を考え、それに適し

た進路先を考える必要があります。しかしな

がら、将来を考えずに単に「高校進学」ある

いは「就職」という生徒も中にはいます。乗

り物に乗ることが目的の旅のようです。 

 生徒は長い人生の旅から見れば、まだほん

の入り口にいるようなものです。目的地(将

来)を一人だけで考えるにはまだまだ経験不

足です。生徒たちよりも長い旅をしているわ

れわれ大人（保護者や教職員）が協力し合っ

て、生徒たちの目的地(将来)を一緒に考えて、

アドバイスしていければと思っています。 

６月から変わります！       
（日直代行員廃止に伴う対応） 

 ５／２９日付けで教育委員会から発出され

た通知のとおり、６月から日直代行員が廃止

され、市内の小・中学校は警備会社による機

械警備のみとなります。 

 それに伴い、本校では次のよ 

うな対応をさせていただきます。 

ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校からのお願いです (^o^)/  
【１】アルミ缶・リングプル回収について 

毎月１回、福祉委員会の生徒たちがアルミ

缶回収の活動をしてくれています。 

 次回は、６／１５（木）です。 

是非、ご家庭にあるアルミ缶 

をお子様を通じてご持参ください。 

【２】スマホ等の適正な使用について 

 Line もネット検索も不要な私は、未だに

ガラケーの携帯電話を使用しています。 

 一方、多くの生徒たちはスマホを所有し、

便利な機能を使いこなしているようですが、

本年度に入ってからも、Line 等によるトラブ

ルが散見されます。「送信」や「Enter」を押

す前に、これでよいのかどうか立ち止って考

える習慣を身につけてほしいと思います！ 

★「聴く」ことができなければ、授業は成

立しない！ しつけとしての「聴く」こ

との重要性を軽んじてはならない。 

 ⇒授業づくりの最大のポイントは、「聴く

力」を鍛えること。 

「聴いて」いない場合は、授業を止め

てでも鍛える。止める勇気と続ける根

気を持つことが大切である。 

  また、聴いているかを確かめるには「復

唱」をさせる。「復唱」させることによ

って、聴かなくてはならない教室状況

を作る。子どもは気を抜けなくなる。 

  低学年は、それを仕込む臨界期である。 
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① 学級担任の裁量による朝の会２０分 
② 業間の休み時間１０分間 
③ 掃除と昼休みの入れ替え 
④ 学級単位による清掃活動 
⑤「～さん」という呼称 
⑥ 名札廃止に伴う上履きと机の表示 
等 

① 土日及び休業日は、終日、留守番電話 

対応となります。なお応答メッセージ 

は流れますが、録音機能はありません。 

② 平日は原則、午後７時３０分～翌朝７

時３０分までは、留守番電話対応とな

りますが、録音機能はありません。 

③ また平日においても、全職員が上記時

刻より早く退勤する時や、研修等で校

外に出張する時は、留守番電話に切り

替わる時刻が早まることもあります。 

④ 長期休業中は、別途、お知らせします。 

⑤ なお、上記の時間帯に緊急を要するご

用件がある場合は、相模原市役所（℡

754-1111）までご連絡ください。 

 

 

（裏面もご覧ください） 



 

 

 

① １日目 京都駅から奈良に向けて出発 

（１組の観光バス車内） 

② １日目 東大寺・大仏殿 

③ 宿泊先 日昇別荘のアプローチ 

④ １日目 夜の係会議 

⑤ ２日目 体験学習へ出発 

⑥ ３日目 班別タクシー行動の出発 

⑦ ３日目 京都駅で新幹線の乗車待ち 

【関西校外学習の一コマ】 
① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 

（編集･文責 校長 山口則夫） 

 

 

 


